
本年度の「学校訪問」がありました。この「学校訪問」というのは、毎年、教育委員会などの方

がおみえになり、学校や生徒たちの様子をみていただくというものです。この日は日間賀小や篠島

の先生方もおみえになり、本校の授業を参観してくださいました。そして、生徒たちが下校後、研

究協議会を開催し、授業のあり方などについて勉強をしました。 

お越しいただいた方からは「生徒たちは皆しっかりがんばっていますね」というお褒めの言葉を

いただきました。私たち日間賀中学校の教師は、ご指導いただいたことを参考にしながら、今後も

すばらしい学校にするために努力をしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

すぐに 

本年度後期の生徒会役員選

挙立会演説会が開催されまし

た。立候補した生徒は、自ら意

欲的に生徒会活動に取り組も

うという気持ちが表れ、たのも

しく感じました。今後さらにす

ばらしい日間賀中学校にする

ためにがんばってほしいと思

います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田大輝さん（２年） 

僕は 2学期からがんばりたいことが３つあります。 
1つ目は、宿題です。いつも僕は提出日の前日に宿題をやるので、2学期からはできるだけ 

早く済ませたいです。 
2つ目は、部活です。半田祭では負けてしまいましたが、次の大会から優勝することができ 

るようにがんばりたいです。 
3つ目は、勉強です。中学校生活も残り半分になったので、テストで良い点数をとれるよう 

にしっかり勉強をしたいと思います。 
 この３つのことをがんばって学校生活を楽しんでいきたいと思います。 

生徒発表（９月のテーマ：２学期を迎えて） 

田中絵梨先生の話  
 

 最近、小中学校の同窓会があったので参加してきました。 

そこで、一緒に話していた数人の子たちの中に、中学校時代のある 2人の 

子がいて、「２人は仲が悪かったよね」という話題が出ました。しかし、2人 

のうちの片方の子は覚えていて、もう片方の子は覚えていませんでした。 

 

この違いは何だろうと思い、話を聞いていると、違いがありました。 

 2人の違いは、「嫌な思いをしたかどうか」ということでした。覚えていた子は、片方の子か

ら嫌なことを言われていた方で、覚えていない子は嫌なことを言っていた方だったようです。 

その時わかったことは、「相手に嫌なことを言ったり、やったりした人は覚えていなくても、さ

れた人は何年たっても忘れない」ということです。 

 

 本当に嫌なことは、だれでも記憶に残りやすいことを実感しました。 

 今日の話のことをみんなに覚えてもらって、自分自身の言葉や行動を考えるきっかけになっ

たらいいなと思います。 

校長の話  
 

 私は幸せだなあと思うことがあります。特に、思うのは「周りの人に恵まれている」という

ことです。日間賀中学校の職員はすてきな人ばかりです。みんなが授業をしてくれて、関わり

が多い先生のことはよくわかっていると思いますが、普段関わることが少ない方のことはあま

り知らないと思うので、今日は 3人の方の紹介をします。 

  

 用務員の喜鈴さんは、先生たちの食事を作ってくれるのですが、本当においしいです。そし

て、とてもあったかい人で。本当に日間賀の人だなあと思います。 

事務の家田さんは、とても優秀で仕事ができ、その上自分から草取りをしてくれたり、掃除

をしてくれたりして、すごく助かっています。ユーモアもあります。 

保健の田中先生は、やさしくてあたたかくて思いやりがある先生です。今年日間賀中に来て

くれたのですが、一緒に仕事ができてよかったなあと思っています。今日は、この後、田中先

生がお話をしてくれますので、楽しみにしてください。 

 

みんなの周りにはすてきな人がたくさんいるので、ぜひいろいろなことを吸収してください。 

この日の朝会では、こんな話をしました！ 

 


